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青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
と
め
よ
う
グ

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、
今
さ
ら
申
し
あ
げ
る

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
基
盤
と
し
て
健
全
な
明
る
い
家
庭
づ
く
り

を
す
る
た
め
、
町
で
も
毎
月
介
一
日
略
目
を
「
子
供
を
明
る
く
育
て
る
日
」

と
し
て
各
家
庭
で
家
族
の
な
ご
や
か
な
団
ら
ん
を
通
じ
て
お
互
い
に
理
解

を
深
め
る
運
動
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
の
で
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
親
と
子
が
話
し
合
い
を
通
じ
て
家
庭
で
の
過
信
、
放
任
、
過

保
穫
を
な
く
し
、
自
分
の
子
供
に
対
し
正
し
い
理
解
を
す
る
よ
う
努
力
し

て
下
さ
い
。
更
に
自
分
の
家
の
子
供
は
勿
論
で
す
が
他
人
の
子
供
に
も
気

を
つ
け
て
、
警
行
は
ほ
め
、
非
行
は
注
意
し
て
共
に
健
全
に
育
成
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
夏
休
み
中
は
生
活
が
ル
ー
ズ
に
な
り
が
ち
で

す
の
で
家
庭
教
育
で
十
分
生
活
の
御
指
噂
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
こ
の
際
、
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
り
、
青
少
年
の
非
行
を
防
止

す
る
こ
と
を
重
点
に
、

深
夜
外
出
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
水
泳
ま
た
は
登

山
等
を
す
る
場
合
は
保
護
者
で
注
意
し
て
場
所
、
時
間
な 

Y
Z指
導
し
て
絶

え
ず
関
心
を
持
っ
て
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
下
さ
い
、
又
最
近
大
変
増
加

し
て
い
る
交
通
事
故
防
止
の
上
か
ら
、

青
少
年
の
無
免
許
運
転
に
つ
い
て

は
、
法
律
を
守
り
、
い
や
し
く
も
保
識
者
の
不
注
意
に
よ
り
事
故
の
発
生

日
は

子
供
を
明
る
く
育
て
る
日

勝
浦
町
青
少
年
問
題
協
議
会
¥ A 

を
見
る
こ
と
の
な
い
よ
う
御
注
意
下
さ
い
。
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テキストボックス
青少年の健全育成につとめよう

MUS04
テキストボックス
毎月一日は子供を明るく育てる日
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幽
六
月
定
例
会
は
、
六
月
二
十
五
日
開
会
、
七
月
七
日
閉
会
し
ま
し
た
。

嗣

幽
本
定
例
会
に
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
嗣

幽
め
る
件
三
件
と
、
昭
和
四
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
外
三
議
案
で
あ

嗣

掛
り
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

嗣

争
六
月
二
十
五
日
午
前
九
時
五
十
四

0
吉
田
州
議
員 

分
開
会
。
識
長
め
諸
般
の
報
告
、
味

公
害
対
策
に
つ
い
て

中
西
議
員

間
識
員
か
ら
生
比
奈
財
産
区
の
植
林

-

横

瀬

小

学

校

の
改
築
に
つ
い
て

に
つ
い
て
報
告
、
町
長
か
ら
本
定
例

つ
い
地
方
道
懸
備
第
六
次
五
ヶ
年
計

画
に
つ
い
て

会
に
提
案
し
た
識
笑
の
説
明
が
行
わ

町
道
改
良
の
重
点
投
資
に
つ
い

れ
午
後
一
時
三
十
三
分
散
会
し
た

六
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
二
十
九

4

病
院
財
政
に
つ
い
て

5

町
財
政
と
勤
労
所
得
向
上
策
に

日
ま
で
識
案
調
査
な
ど
の
た
め
休
会

+
六
月
三
十
日
全
員
協
議
会

(
誠
事

佐
藤
議
員

運
営
に
つ
い
て
。
) 

1

峰

越

林

道

計
画
と
財
政
措
置
に

+
七
月
一
日
午
前
十
時
十
六
分
再
開

つ
い
て 

2

軽
自
動
車
等
の
交
通
安
全
対
策

し
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ

に
つ
い
て 

れ
町
長
ほ
か
担
当
課
長
か
ら
答
弁
が

昧
附
議
員

老
人
の
医
療
費
の
十
捌
給
付
に

質
問
者
と
質
問
事
項
は
次
の
と
お

2

町
道
改
良
の
見
と
お
し
に
つ
い

り
で
あ

っ
た
。

病
院
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

山
本
磯
貝 

4

町
の
超
過
負
担
に
つ
い
て

1

畑
地
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て

午
後
五
時
十
分
散
会

・
七
月
二
日
午
前
十
時
十
三
分
再
開
し

前
日
に
引
き
続
き
一
般
質
問
を
行
っ
た


著
木
議
員


ト

国
外
オ
レ
ン
ジ
情
勢
と
本
町
み


か
ん
産
業
に
つ
い
て


2

生
食
加
工
の
見
通
し
と
低
温
貯


蔵
に
つ
い
て


坪
内
機
貝


対
米
輸
出
み
か
ん
行
政
に
つ
い


て

2

米
の
生
産
鯛
盤
に
伴
う
諸
問
題


に
つ
い
て
 

0
岡

犠

員


1

み
か
ん
生
産
の
技
術
指
導
に
つ
い


2

病
院
経
営
に
つ
い
て

以
上
の

一
般
質
問
後
識
案
審
議
に
入

り
、
議
案
第

一
号
専
決
第
六
号
徳
島

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
規

約
変
更
、
議
案
第
二
号
専
決
第
七
号

徳
島
県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
の
一

部
改
正
、
議
案
第
三
号
専
決
第
八
号

昭
和
四
十
五
年
度
勝
浦
町
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
二
号
)

(
公
共
土
木
災
害
復
旧
費
二
一
八

万
円
)

を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
。

識
案
第
四
号
勝
浦
町
道
路
の
路
線

認
定
に
つ
い
て
、
寺
谷
西
線
外
七
線

を
原
案
通
り
町
道
と
し
て
認
定
す
る

こ
と
に
決
定
。

議
案
第
五
号
勝
浦
病
院
事
業
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

(
助
産
費
五
千
円
を

一
万
円
に
、

交
通
災
害
に
よ
る
診
療
等
の
場

合
の
一
点
単
価
を
二
十
円
を
こ

え
な
い
範
囲
で
町
長
が
定
め
る

舗
と
す
る
。 

)

を
原
案
通
り
可
決
。

誠
案
第
六
号
昭
和
四
十
五
年
度

一

般
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)
(
歳

入
歳
出
に
、
一
五
、
六

一
三
千
円
を

追
加
し
て
総
額
を
三 

七
、
七
三
六

千
円
と
す
る
こ
と
)

追
加
の
内
訳

(
主
な
も
の
)

(
歳
入
)

特
別
交
付
税
三
、
七
八 

千
円
、

幼
稚
園
二
年
保
育
に
伴
う
保
育
料


二
一
二
千
問
、

義
務
教
育
教
材
費
国


庫
負
担
金
三
二
五
千
円
、
同
和
地
区

改
善
事
業
(
簡
易
水
道
)
国
庫
補
助


金
二
、
七
六 

千
円
、
就
学
援
助
費


国
庫
補
助
金
一
六
七
千
円
、
同
和
地


区
改
善
事
業
県
補
助
金
三
、
三
七
六


千
円
、
米
生
産
調
整
特
別
対
策
事
業

賀
県
補
助
金
一
八 

千
円
、
国
勢
調

査
県
委
託
金
三
九
六
千
問
、
繰
越
金

九
九
七
千
円
、
同
和
地
区
改
善
事
業

起
債
一
二
、
六 

千
円
、

(
歳
出
)

国
勢
調
査
費
三
九
六
千
円
、
同
和

(@
委
員
長
、 

副
委
員
長
)

対
策
事
業
費

一一

、
三
九 

千
円
、

隔
離
病
舎
町
村
組
合
負
担
金
三
六
九

千
円
、
病
院
会
計
繰
出
金
七
、
二
五

千
円
、
農
業
費
二
八 

千
円
、
義

務
教
育
援
助
費
三
四
二
千
円
、
小
学

校
費
一
八
八
千
円
、
中
学
校
費
二
ハ

一
千
円
、
幼
稚
園
費

一
一
久
千
円
、

学
校
給
食
費
九
五
千
円
、
予
備
貨
の

減
額
五
、 

0
0
0
千
円
。

を
原
案
ど
お
り
可
決。

識
案
第
七
号
昭
和
四
十
五
年
度
勝

浦
町
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(
第
一
号
)
(
医
業
外
収
入
を
八
、 

0
0
0
千
円
追
加
し
て
、
医
業
費
用

二
、
一
七 

千
円
、
医
業
外
費
用
二、
 

五 

千
円
を
追
加
す
る
こ
と 
)

を
原
案
通
り
可
決
し
、
陳
情
務
七
件

の
委
員
会
審
査
報
告
を
報
告
通
り
決

定
し
た
。

提
案
さ
れ
た
全
誠
案
の
審
議
が
終


了
後
、
湯
浅
識
長
か
ら

一
身
上
の
都


合
に
よ
り
退
職
願
が
提
出
さ
れ
、
融


会
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
後
任
磯
長


め
選
挙
に
つ

い
て
全
員
で
協
議
す
る


こ
と
に
し
た
が
午
後
五
時
二
十
八
分


散
会


+
七
月
七
日
識
長
選
挙
に
つ
い
て
全


貝
で
協
議
し
た
が
結
論
を
得
ず
午
後


四
時
五
十
八
分
本
定
例
会
を
閉
会
し


ま
し
た
。


な
お
本
定
例
会
に
お
い
て
、
同
和


対
策
事
業
の
調
査
、
研
究
、
推
進
を


目
的
と
し
た
特
別
委
員
会
が
設
置
さ


れ
ま
し
た
。


@
中
瀬
英
夫
・ 

平
忠
・
高
橋
敵
艦

・

中
西
晴
美
・
古
井
治
・
山
路
保
義
・

大
井
儀 

第
三
回
臨
時
会

昭
和
四
十
五
年
第
三
回
臨
時
会
は

七
月
二
十
一
日
開
会
、
七
月
二
十
二

日
閉
会
し
ま
し
た
。

本
臨
時
会
に
町
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
競
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
件
と
、
昭
和
四
十
五
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
二
件
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
同
意
さ
れ
ま
し
た

七
月
二
十
一
日
午
前
十
時

0
分
開

会
、
岡
副
識
長
か
ら
諸
般
の
報
告
、

町
長
か
ら
本
臨
時
会
に
提
案
し
た
議

案
の
説
明
が
行
な
わ
れ
、
た
だ
ち
に

識
案
を
審
議
し
た
。

議
案
第
一
号
専
決
第
一
号
勝
浦
町

道
路
の
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
承
認
、

議
案
第
二
号
昭
和
四
十
五
年
度
勝

浦
町

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
四
号
)

(一

、
二
七 

千
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
を
三 

九
、
0
0
六
千
円

と
す
る
こ
と
。
)

(
財
源
と
し
て
地
方
交
付
税
一
、
二

七 

千
円
、
歳
出
の
追
加
は
、
誠
会

の
調
査
、
研
究
活
動
費
五 

千
円
、

同
和
対
策
事
業
費
六
三
五
千
円
他
で
す
。)

を
原
案
通
り
可
決
し
て
識
案
審
議
を

終
了
し
た
。
そ
の
後
識
長
選
挙
を
行

い
古
井
治
離
員
が
識
長
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
新
議
長
選
出
後
岡
副
議
長
か

ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
議
会
は
、
こ

れ
を
許
可
し
午
後
十

一
時
三
十
五
分

散
会

+
七
月
二
十
二
日
午
前 

時
十
分
開

会
し
た
が
午
前 

時
三
十
一
分
出
席

識
員
の
定
足
数
が
欠
け
た
た
め
休
会

と
な
り
午
後
五
時
に
至
っ
て
も
過
半

数
の
出
席
が
な
い
た
め
再
闘
が
出
来

ず
流
会
と
な

っ
た
。

MUS04
テキストボックス
町議会だより六月定例会
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一人

戸
」
自
-

県
税
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は

小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

な
お
、
徳
島
行
政
監
察
局
お
よ
び

当
町
の
行
政
相
談
委
員
の
住
所
、
電

話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

徳
島
行
政
監
察
局

徳
島
市
新
蔵
町
一
丁
目
三
五
番
地

電
話
徳
島
五
四
|
一
五
三
一

O

車
は登

録
を


た
が
非
常
な
好
成
績
を
あ
げ
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

こ
の
こ
と
を
十
分
知
ら
な
い
方
も
あ

り
、
そ
の
た
め
無
駄
な
経
費
が
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
他
の
納
税
者
の
方

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
面
が

あ
り
ま
す
。

県
税
は
必
ず
皆
様
方
の
手
で
納
期


限
内
に
納
付
し
て
く
だ
き
い
。
そ
し


て
今
後
と
も
明
る
い
県
政
の
推
進
に


つ
い
て
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し


ま
す
。
な
お
県
税
に
つ
い
て
、
不
審


や
疑
問
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
気
安


く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
お
も
な
県
税


の
納
期
限
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。


徳
島
合
同
庁
舎
内

徳
島
財
務
事
務
所

す
べ
て
の
役
所
で
は
、
よ
り
よ
い

行
政
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
わ
ず

か
の
手
違
い
な
ど
で
必
ず
し
も
国
民

の
皆
様
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
な

い
よ
う
な
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
道
路
や
河
川
な
ど
公
共
施

設
の
推
持
管
理
業
務
、
登
記
や
失
業

保
険
等
の
窓
口
業
務
、
そ
の
他
各
種

保
険
年
金
業
務
、
公
害
、
公
衆
環
境

衛
生
、
恩
給
、
郵
便
な
ど
役
所
が
行

な
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
テ
キ
、

パ
キ
と
や
っ
て
く
れ
な
い
、
納
得
で

き
な
い
、
ど
う
に
か
し
て
も
ら
い
た

い
な
ど
。

こ
の
よ
う
な
役
所
の
仕
事
に
対
し

苦
情
や
不
満
、
要
望
意
見
等
が
あ
る

場
合
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が

徳
島
行
政
監
察
局
で
行
な
っ
て
い
る

「
行
政
相
談
」
で
す
。

「
行
政
相
談
」
と
は
、
徳
島
行
政
監

察
局
に
お
い
て
先
に
述
べ
た
よ
う
な

役
所
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
不
満
、

要
望
意
見
に
つ
い
て
の
申
し
出
を
聞

き
、
第
三
者
的
立
場
か
ら
検
討
を
加

え
、
苦
情
等
の
円
満
な
解
決
を
図
る

も
の
で
す
。

徳
島
行
政
監
察
局
で
は
、
こ
の

「
行
政
相
談
」
を
で
き
る
限
り
多
く

の
方
々
に
気
や
す
く
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
県
下
五
十
市
町
村
に
行
政

相
談
委
員
を
間
前
し
て
お
り
ま
す
。

「
行
政
相
談
」
は
一
切
無
料
で
秘

密
を
守
り
、
特
に
名
前
を
知
ら
れ
た

く
な
い
場
合
は
蔭
名
で
取
り
あ
つ
か

い
ま
す
。
ま
た
申
し
出
の
方
法
も
直

徳
島
行
政
監
察
局

接
行
政
監
察
局
あ
る
い
は
行
政
相
談

委
員
に
申
し
出
ら
れ
で
も
、
電
話
や

手
紙
で
申
し
出
ら
れ
て
も
結
構
で
寸
。

受
付
け
は
、
常
時
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
役
所
の
仕
事
に
対
し
苦
情
や
不

満
、
要
望
意
見
の
あ
る
方
は
ど
ん
な

一
、
軽
自
動
車
の
登
録
、
廃
車
手
続

は
速
や
か
に
ノ

軽
四
輪
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

行
政
相
談
委
員

大
字
沼
江

4

O

中
村
芳
生

最
寄
の
郵
便
局
、
阿
波
銀
行
又
は
徳

島
相
互
銀
行
も
し
く
は
財
務
事
務
所

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

車
の
登
録
、
廃
車
の
手
続
は
速
や
か

に
し
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
買
換

え
な
ど
に
よ
る
古
い
車
の
廃
車
手
続

き
を
忘
れ
ま
す
と
税
金
が
い
つ
ま
で

も
か
か
り
ま
す
。
軽
四
輪
自
動
車
の

登
録
、
廃
車
手
続
は
徳
島
陸
運
事
務

所
へ
、
原
動
機
付
自
転
車
の
登
録
、

廃
車
手
続
は
町
税
務
課
で
し
て
く
だ

額

一

通

一

盛
i
V
一
盤

翻
一
つ
一


菊

一 

額

一
4

」
一

税 目 納期限 俄 考一

法人県民税 法人か事自ら業身z期がヶ定間月的終以了てがい る
の日 内� 

11 事業税 同 上

個人事業税 第� E期� 8月末日
第� 2期� 11月末日

不動産取得税 納税通知瞥によっ
て決められた日

娯楽地設
事j 用 税

翌月の15日(毎月)

料消理費飲食等税 翌月の末日(毎月)

自動車税

第� 1期� 4月末日

第� 2期� 10月末日

普通乗用自動車 営自業用年額22，500-45，000
家業家業用� 54，000-90，000 

用� 6，000-8，000 
小型 営自用�  18，000-24，000
準(乗用車) 営自 用� 5，000-7，500 

ライトパン 家用� 8，000-12，500 
小型三輪�  33，200-4，500 
トラック
積載量� 5トン以下� 5，000-15，000 

11 5トン� -8トン以下� 18，000-24，000 
11 8トンを越えるもの� 

8トンを越え� 1トン毎算に� 
24，000に� 4，000を力日

機
付
自
転
車
一
二
五

以
下
)
の

場
合
は
標
識
番
号
を
税
務
課
へ
必
ず

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
な
い

と
廃
車
手
続
が
出
来
ま
せ
ん
。

日
頃
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り

非
常
な
成
績
を
あ
げ
、
毎
年
度
県
税

収
入
の
総
予
算
に
占
め
る
割
合
(
四

五
年
度
は
一
五
・
一
%
)
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
各
種
行
政
も
順
調
に

進
め
ら
れ
県
民
福
祉
に
役
立
っ
て
い

る
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

〉

国

首

匂

県
に
お
い
て
は
昭
和
四
十
三
年
度

ふ 
仰
貯

か
ら
職
員
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
県
税

W

二
、
無
登
録
車

(
軽
四
輪
自
動
車
、

原
動
機
付
自
転
車
)
は
使
用
し
な

い
で
/

最
近
町
内
で
は
無
登
録
車
の
使
用

が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
車
を
使
用
し
ま
す
と
地
方
税
法

並
に
勝
浦
町
条
例
違
反
「
軽
自
動
車

税
の
脱
税
に
関
す
る
罪
」
と
な
り
罰

則
を
、
つ
け
る
ば
か
り
で
な
く
交
通
事

故
等
発
生
の
際
に
は
被
害
者
は
も
ち

ろ
ん
加
害
者
と
も
大
変
困
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で
無
登
録
ι
阜
の
使
用

は
絶
対
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ

い

。

税

務

課

|

の
徴
収
を
や
め
て
み
な
き
ま
の
手
で

MUS04
テキストボックス
行政相談について

MUS04
テキストボックス
徳島財務事務所だより
自主納税について

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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若
年
任
意
加
入

白目白
建
設
課
・
・
・

ぜ72


にJ

¥ -

え金便
まが局〆し、� I;t:r--ニt

すで課

人
(
強
制
加
入
)

農
業
、
林
業
、
漁
業
に
従
事
し

工
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

開
業
し
て
い
る
医
師
、
歯
科
医

弁
護
士
、
税
理
士
、
公
認
会
計

士
な
ど

日
雇
労
働
者
、
職
業
の
な
い
人

オ
以
上
六 

オ
未
満
の
人

の
い
づ
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
希
望
に
よ

っ
て
加
入
で

二で
つ 

オ
か
ら
六
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。グ

こ
ん
な
と
き
は

す

ぐ

に

届

出

を
し
ま
し
ょ
う
グ 

ω職
場
の
年
金
制
度
(
厚
生
年
金
保

険
、
共
済
組
合
な
ど
)
か
ら
脱
退
し

た
と
き
、
又
は
職
場
の
年
金
制
度
に

加
入
し
た
と
き

こ
の
よ
う
な
異
動
が
生
じ
た
と
き

は
す
み
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
し
ま
せ
ん
と
せ
っ
か

く
の
老
令
年
金
が
継
続
で
き
ず
も
ら

え
な
く
な
り
ま
す
か
ら
御
注
意
く
だ

さ
い
。 

f主

民

課

り
、
徳
島
大
学
第
二
外
科
医
局
長
、

長
岡
先
生
ほ
か
臨
床
経
験
の
豊
か
な

諸
先
生
方
に
、
お
い
で
を
願
っ
て
、

つ
ぎ
の
と
お
り
診
察
い
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
気
軽
に
診
察
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

二

、

生

比

奈

診

療

所

の

休

診

長
ら
く
後
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
生
比
奈
診
療
所
が
、
医
師
転

出
等
の
都
合
に
よ
り
、
八
月
四
日

(
火
曜
日
か
ら
)
、
当
分
の
間
休
診

い
た
し
ま
す
。
従
来
治
療
を
な
さ
れ

て
お
ら
れ
た
皆
様
に
は
械
に
恐
縮
で

す
が
、
事
情
ご
賢
察
の
う
え
、
以
後

勝
浦
病
院
に
お
い
て
受
診
下
さ
れ
ば
、

幸
甚
と
存
じ
ま
す
の
で
、
こ
の
段
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

三
、
産
婦
人
科

診
察
日
時
の
変
更

従
来
、
月
、
水
、
金
曜
日
に
徳
島

大
学
産
婦
人
科
磯
島
助
教
授
外
二
名

の
先
生
が
診
察
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
八
月

一
日
よ
り
大
学
の
都
合
に
よ

り
当
分
の
間
(
十

一
月
頃
ま
で
)
月
、

金
明
日
、
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午

後
二
時
迄
と
止
む
を
得
ず
変
更
い
た

し
ま
す
。
就
い
て
は
診
察
を
受
け
ら

れ
る
方
は
こ
の
時
間
内
に
ご
来
院
下

さ
い
。

勝
浦
病
院
事
務
長

ー
あ
な
た
は
国
民
年
金
に

は
い
っ
て
い
ま
す
か 
l 

@
高
齢
任
意
加
入

任
意
加
入
の
継
続
(
十
年
年
金
)

昭
和
三
十
六
年
当
時
加
入
し
て
い

て
途
中
で
や
め
た
人
は
昭
和
四
十
五

年
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

の
聞
に
再
加
入
の
申
出
を
し
て
過
去

に
加
入
し
て
い
た
期
間
と
合
せ
て
十

年
に
な
る
よ
う
に
一
ヶ
月
四
五 

円
O

の
保
険
料
を
昭
和
四
十
七
年
六
月
三

福簡
も 祉 易

ら年郵

福
祉
年
金
支
払
事
務
の
取
扱
い
は

現
在
町
内
三
郵
便
局
で
行
っ
て
き
ま

し
た
が
今
回
国
民
年
金
法
の
改
正
に

よ
り
星
谷
簡
易
郵
便
局
、
生
名
簡

易
郵
便
局
が
追
加
指
定
さ
れ
九
月
期

支
払
分
か
ら
取
扱
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
御

希
望
の
方
は
お
申
出
下
さ
い

住

民

水
防
対
策
に

つ
い
て

い
よ
い
よ
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
大
型
台
風
の
来
襲
が
け
ね

ん
さ
れ
ま
す
の
で
、
来
襲
時
に
そ
な

ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ

え
『
電
池
、
ロ 
l

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
雨
具
、
そ
の
他
必

要
な
も
の
』
な
ど
を
備
、
ぇ
毎
日
の
新

問
、
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
等
の
天
気
予

ハ
円
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

て
い
る
人

に
従
事
し
て
い
る
人

師
、
薬
剤
師 

O

こ
の
よ
う
な
職
場
の
年
金
制
度

(厚

生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど

)
にオ

加
入
し
て
な
い
二
十
オ
か
ら
六

ま
で
の
人
は
か
な
ら
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
職
場
の

年
金
制
度
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る

人
や
そ
の
配
偶
者
は
除
か
れ
ま
す
。

同
希
望
で
加
入
で
き
る
人
(
任
意
加

入
)き

ま
す
。

①
職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
の
配
偶
者

②
職
場
の
年
金
制
度
か
ら
年
金
を

も
ら
っ
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の

配
偶
者

③
公
務
扶
助
料
、
恩
給
な
ど
を
う
け

て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者

④
ひ
る
ま
の
学
校
に
か
よ
っ
て
い

る
学
生

十
日
ま
で
に

(そ
れ
ま
で
に
六
十
五

オ
に
達
す
る
人
は
六
十
五
オ
に
達
す

る
日
ま
で
に
)
納
め
ま
す
と
六
十
五

一
、
勝
浦
病
院
、
外
科
の

診
察
に
つ
い
て
、

勝
浦
病
院
外
科
医
長
、
秋
田
韻
先

生
の
転
出
に
伴
い
、
八
月
一
日
よ

イ腐 曜
土 金 木 水 月

考 日

ご師週科外
利が火
用ほ日程各
下と日種
きん以手
いど外術
。常はは

盆夜正午

をよ
間り
わ日
ず� H翠
外日

右

同

右

同

右

同

安

回

先

生

徳大� 

第

外
不十
医
自市

自至午

後午前

時四時九

まよ
でり

露� 

口

先

生

f草i
大
第

外
ヰ斗
医
附1 

ー函ハ"、

終了察始開

時
問

f旦

当

医

日市

摘

要

長

間

先

生

実第

勤時も
い聞と
た的よ
しなり
て差入
お異院
りが
まあ往
すっ診
。て応

も需
外し
科
医毎

科
医月
師暇
カず日

当の
直午
し前
て八�  
診時
察三
を十
行分
、1、@
つ。は

田

中

先

生

f恵
大
第

タ十
不十
医
自市

外科診察時と担当医師表

報
に
は
特
に
注
意
し
て
聞
き
万
全
を

期
し
て
下
さ
い
。

MUS04
テキストボックス
国民年金だより

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦病院だより
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生活意識調査について

M

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に
つ
い
て

こ
の
法
律
は
昭
和
三
十
六
年
十
二

月
内
閣
総
理
大
臣
が
同
和
対
策
審
議

会
に
諮
問
し
、
同
和
地
区
に
関
す
る

社
会
的
及
経
済
的
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
基
本
的
方
策
に
つ
い
て
四

年
間
の
年
月
を
か
け
調
査
審
議
し
た

結
果
前
文
よ
り
結
語
ま
で
あ
ら
ゆ
る

面
に
つ
い
て
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
前
文
の
中
に
、

「
き
わ
め
て

憂
慮
す
べ
き
状
態
に
あ
り
関
係
地
区

住
民
の
経
済
状
態
生
活
環
境
等
が
す

み
や
か
に
改
善
さ
れ
平
等
な
る
日
本

国
民
と
し
て
の
生
活
が
時
保
さ
れ
る

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
た

の
で
あ
る
。
政
府
に
お
い
て
は
本

答
申
の
報
告
を
尊
重
し
有
効
適
切
な

施
策
を
実
施
し
て
、
問
題
を
抜
本
、

的
に
解
決
し
恥
ず
べ
き
社
会
悪
を
払

拭
し
て
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
差
別
の
長

き
歴
史
の
終
止
符
が

一
日
も
す
み
や

か
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
万
全
の
処
置

を
と
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
答
申
が
四

十
年
八
月
に
出
き
れ
そ
の
後
昭
和
四

十
四
年
七
月
十
日
に
法
律
第
六
十

号
と
し
て
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
目

的
と
し
て
第
一
条
に
「
こ
の
法
律
は

す
べ
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享

有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念

に
の
っ
と
り
歴
史
的
社
会
的
理
由
に

よ
り
生
活
環
境
等
の
安
定
向
上
が
阻

害
さ
れ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
国
及

び
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
て
行
な

う
同
和
対
策
事
業
の
目
標
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
特
別
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
対
象
地
域
に

お
け
る
経
済
力
の
培
養
、
住
民
の
生

活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
等
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
」
第
三
条

に
は
国
民
の
責
務
と
し
て
、
「
す
べ

て
国
民
は
、
同
和
対
策
事
業
の
本
旨

を
理
解
し
て
相
互
に
基
本
的
人
権
を

尊
重
す
る
と
と
も
に
、
同
和
対
策
事

業
の
円
滑
な
実
施
に
協
力
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
又
第
四
条
に
於
て
は
「
国
及
び
地

方
公
共
団
体
は
、
同
和
対
策
事
業
を

迅
速
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
責

務
等
を
定
め
そ
の
他
国
の
施
策
特
別

の
助
成
、
地
方
償
等
の
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
以
上
簡
単
に
述
べ
ま
し

た
が
此
の
法
律
は
時
限
立
法
で
あ
り

昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十

一
日
に
は

ム 

そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

す
で
に

一
年
を
経
過
し
て
残
り
八

年
六
箇
月
余
し
か
あ
り
ま
せ
ん
此
の

間
に
国
及
地
方
公
共
団
体
、
国
民
の

す
べ
て
が
此
の
問
題
に
取
組
ん
で
あ

ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

何
卒
町
民
各
位
の
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
町
発
展
と
町
民
生
活

の
向
上
を
長
期
的
な
展
望
に
た
っ
て
、

推
進
し
で
い
く
た
め
に
、
広
く
町
民

の
皆
き
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
町

民
生
活
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
誠
に
お
手
数
恐
縮
で
す
が
ご
協

力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
察
は
九
月
早
々
に

勝
浦
園
芸
高
校
お
よ
び
、
中
学
校
の

お
子
き
ん
を
通
じ
て
配
付
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
調
査
期
閉
め
九
月

一
日

よ
り
九
月
五
日
ま
で
の
聞
に
ご
記
入

の
上
、
調
査
察
と
同
時
に
お
渡
し
し

ま
し
た
封
筒
に
入
れ
て
密
封
し
学
校

の
お
子
さ
ん
を
通
じ
て
担
任
の
先
生

に
お
出
し
下
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願

い

し

ま

す

。

総

務

課

輔
四泊ヤ

の
イS

Ln

市
内町八

月
二
十

一
日
午
後
三
時
か
ら

の
市
外
局
番
に
つ
づ
い
て
市
内

局
番
、
加
入
者
番
号
を
ダ
イ
ヤ

ル
す
る
と
直
接
相
手
に
つ
な
が

り
ま
す
。

。
電
報
は

阿
波
勝
浦
電
報
電
話
局

か
ら
配
達
い
た
し
ま
す

現
在
、
生
比
奈
、
勝
浦
の
郵
便

局
か
ら
配
達
さ
れ
て
い
る
電
報

は
八
月
二
十
一
日
か
ら
阿
波
勝

浦
電
報
電
話
局
か
ら
直
接
配
達

い
た
し
ま
す
。

。
電
詰
め
か
け
か
た
等
、
電
報
電
話

の
お
問
い
合
わ
せ
は
お
き
が
る
に

電
報
電
話
局
の
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
き
い
。

阿
波
勝
浦
電
報
電
話
局

町
内
の
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
式
電

話
に
な
り
ま
す
と
町
内
は
す
べ
て
市

内
通
話
に
な
り
ま
す
が
、
電
話
番
号

は
四
け
た
の
新
し
い
番
号
に
か
わ
り

ま
す
の
で
、
お
手
も
と
の
新
し
い
電

話
番
号
簿
で
お
調
べ
に
な
っ
て
か
ら

お
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
時
の
切
り
替
、
ぇ
前
後
十

分
位
は
通
話
が
き
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
時
閉
め
通
話
は
な

る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

。
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
の

か

け

か

た

①
相
手
の
番
号
は
必
ら
ず
電
話
番

号
簿
や
書
抜
表
等
で
確
か
め
ま

し
ょ
う
。 

①
受
話
器
を
あ
げ
て
発
信
音
を
聞

い
た
ら
す
ぐ
ダ
イ
ヤ
ル
を
始
め

指
ど
め
ま
で
正
し
く
ま
わ
し
て

く
だ
さ
い
。 

①
市
外
通
話
は
ほ
と
ん
ど
ダ
イ
ヤ

ル
だ
け
で
か
か
り
ま
す
。
相
手

MUS04
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(6)第 2号らつ

L

てコカミ

2

¥J 

¥J 

オて上回原 因田山田中本岡回

義

久
千
加
代強

ヤ
エ
子

イ言 4孟

子 1等孝

美
恵
子

庫
五
郎

お

美

ソ

レ

周
二
郎

宗

七
ハ

ッ

ト
シ
コ

孝

平

吋舟札
制

※
水
難
事
故
防
止 

域
で
す
。
指
定
外
で
の
水
泳
は
事

昭和45年 8月 5日

中

角

徳
島
市

星

谷

上
勝
町

坂

本

徳
島
市

坂

本
上
勝
町

若岡川 岩中

内

津
久
茂

上長

お
く
や
み

申
し
ま
す

棚生沼 三 沼久生沼

野名江渓江国名江

谷柳楠吉森松竹吉

圃
醐
圃
岡
田

届
出
が
便
利
に

出
生
死
亡
の
戸
籍
届
出
地
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

届
出
地 
H
H
事
件
本
人
(
出
生
子
、

死
亡
者
)
の
本
籍
地
又
は
届
出
人
の

所
在
地
の
ほ
か
事
件
発
生
地
(出
生
、

死

亡

地

)

住

民

課

夏休みの事故

袋容誇ぎ祭器奏委総窓撃談還さ孝喜

襲EE益率嚢蒙撃

茶話務総議会淡路縫

夏
休
み
中
に
子
ど
も
の
事
故
を
絶

対
に
出
き
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ね
に
子
ど
も
の
健
康
状
態
、

天
候
、

川
の
水
量
な
ど
を
考
慮
し

水
泳
に
つ
い
て
指
示
す
る
こ
と
。

水
泳
指
定
場
所
以
外
は
禁
止
区

放
の
も
と
で
す
。

3
水
泳
時
聞
は
一
時
か
ら
四
時
ま

で
で
す
。
子
ど
も
の
健
康
に
応
じ

て
時
間
を
制
限
し
て
く
だ
さ
い
。

4

「
誰
と
」
「
ど
ミ
へ
」
「
い
つ
帰
る
」

を
は
っ
き
り
聞
い
て
お
こ
う
。

5

子
ど
も
へ
の
注
意
事
項

閉
山
水
に
入
る
前
は
準
備
体
操
を
す

る。

小
川
急
に
飛
び
こ
ま
ず
、
順
次
水
温

に
体
を
字
句
す
。

同
泳
げ
な
い
の
に
無
理
し
て
深
い

と
こ
ろ
へ
行
か
な
い
こ
と
。

判
ふ
ざ
け
て
足
を
引

っ
ぱ
っ
た

り

頭
を
お
さ
え
た
り
し
な
い
。

同

一
眼
レ
ン
ズ
の
水
中
メ
ガ
ネ
は

使
用
し
な
い
こ
と
。

同
水
の
冷
た
い
臼
は
泳
ぐ
時
間
を

短
く
す
る
。

凶
刊
お
ぼ
れ
た
ま
ね
を
し
た
り
、
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
声
を
出
さ

な
い
こ
と
。

例
と
び
こ
む
と
き
は
下
を
よ
く
み

る
こ
と
。

例
命
ふ
だ
は
、
き
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
に
き
ち
ん
と
お
い
て
お
き
、

帰
り
に
は
必
ず
持
帰
る
こ
と
。

同
お
な
か
が
す
い
た
ま
ま
泳
が
な

い
こ
と
。

子
ど
も
が
水
泳
に
行
く
時
は
、

に
も
な
ら
な
い
こ
と
。

3
自
転
車
の

二
人
乗
り
や
、
夜
、
無

灯
で
走
ら
な
い
こ
と
。

4
細
い
道
か
ら
広
い
道
路
へ
出
る
時

は
一
度
止
っ
て
左
右
を
確
か
め
る

5
か
さ
を
き
し
て
自
転
車
に
乗
ら
な

い
こ
と

ふ
カ
ブ
や
自
動
車
を
い
じ
ら
せ
な
い

こ
と
、
キ
イ
は
父
兄
が
保
管
す
る

ト晶
、っ。 

7
自
動
車
に
紙
玉 

(火
薬
)
を
な
げ

た
り
、
ひ
か
せ
た
り
し
な
い
こ
と
。

(
横
瀬
小
)

住
民
相
談

御
利
用
く
だ
さ
い

行
政
に
対
す
る
苦
情
そ
の
他
な
ん

で
も
結
識
で
す
お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。事この




お
誕
生

お
め
で
と
う

沼沼三沼三生坂三三生坂三中三

江江渓江渓名本渓渓名本渓角渓

ロん
4
4
・ご

結
婚

沼 中

江角

三

渓

徳
島
市

福山海平筒福長池溌石東折中岡事斤キ長 紺中

徳西内岡井本田囲内塚条部西本居木 堂西

佳

与

隆

文
さ
お
り

真

弓

陽

子
亜
由
美

卓

史
秀

樹

博

美

幹

也
初

美
由

大

栄

治
一

雄

"?j斐
→ナ
子二卓

美
佐
子

イ主

民� 

課

.
す
ら


同
水
泳
が
終

っ
た
ら
耳
の
水
を
よ

く
と
る
こ
と
。

ωの
ど
が
か
わ
い
て
も
川
の
水
は

飲
ま
な
い
こ
と
。

的
見
張
り
の
人
の
さ
し
ず
を
守
る

こ》」
。

※
交
通
事
故
防
止

-
道
路
で
ポ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
遊
び

を
し
な
い
こ
と

0 

2
友
だ
ち
と
歩
く
時
、

列� 

7jリ� 

一
票
く
ら
し
と

政
治
に
か
け
る
橋

選
べ
人
物

模
範
選
挙
は

郷
土
の
た
め
に

我
家
か
ら

勝
浦
町
明
る
く
正
し
い
選
楼
推
進
協
機
会 
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孝 孝男滑充勉博信昇三 代子み志1等衛司代信

田 森 海国勢調査です
中 脇 川

一
、
今
、
出
廻
る
背
じ
そ
、
み
ょ
う

が
、
青
柚
、
夏
大
根
な
ど
自
然
の

香
り
を
活
用
す
る
。

二
、

酢
を
使
っ
て
サ
ツ
パ
リ
と
し
た

料
理
を
す
る
。

三
、
冷
厳
庫
や
氷
で
冷
た
き
の
演
出

四
、
冷
し
そ
う
め
ん
か
ら
西
瓜
ま
で

夏
な
ら
で
は
の
食
べ
も
の
が
一
ば

い
(
み
つ
ま
め
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

と
こ
ろ
天
、
プ
リ
ン
な
ど
)

五
、
盛
り
付
け
に
一
工
夫
し
、
涼
し

さ
を
盛
り
ま
し
ょ
う
。

六
、
食
事
を
す
る
雰
囲
気
を
よ
く
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

七
、
食
事
の
前
に
ア
ベ
タ
イ
ザ
�
 を
l

(
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
も
の
、

例

え
ば
レ
モ
ン
、
梅
干
)

八
、
冷
た
い
も
の
熱
い
も
の
な
ど

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
、
え
て
献
立

の
工
夫
を

疲
れ
と

食
べ
も
の

体
が
だ
る
い
と
き
、
そ
の
回
復
に

最
も
よ
い
方
法
は
何
と
い
っ
て
も
休

養
で
す
が
、
食
べ
も
の
に
よ
っ
て
疲

労
回
復
を
は
か
っ
た
り
、
疲
労
を
予

防
す
る
の
も
効
果
が
あ
り
、
重
要
な

こ
と
で
す
。
肉
体
的
疲
労
の
場
合
は
、

失
わ
れ
た
カ
ロ
リ
ー
を
補
う
こ
と
、

糖
分
つ
ま
り
甘
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
で
す
。
又
、
暑
い
と
き
特
に
大
切

な
こ
と
は
、
大
汗
を
か
い
た
ら
水
を

補
う
こ
と
と
、
食
塩
を
補
う
こ
と
、

更
に
ビ
タ
ミ
ン
類
も
摂
取
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
は
カ
ロ

リ
ー
を
体
内
へ
の
吸
収
を
助
け
ま
す
。

そ
れ
で
、
疲
れ
だ
と
き
は
、
果
物
を

食
べ
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
精
神
的
な
疲
労
で
、
頭
が

l

ポ
ー
と
し
た
と
き
は
、
コ
�
 ヒ
の
よ

う
な
興
奮
剤
の
よ
う
な
も
の
を
飲
む

と
疲
れ
を
い
や
す
の
に
役
立
ち
ま
す
。

一
方
、
疲
労
予
防
と
し
て
、
重
労

働
や
厳
し
い
運
動
を
す
る
時
は
、
あ

ら
か
じ
め
甘
い
も
の
を
ふ
だ
ん
よ
り

余
分
に
補
っ
て
お
い
た
り
、
ビ
タ
ミ

、
B

ン
類
(
特
に

く
こ
と
が
大
切
で
す
。 C

)
を
と
っ
て
お

い
ず
れ
に
し
て
も
疲
労
の
予
防
、

回
復
に
は
、
や
は
り
ふ
だ
ん
の
食
生

活
が
大
切
で
す
。
日
頃
の
食
生
活
が

自
分
の
生
活
に
あ
っ
た
も
の
、
パ
ラ

給
食
セ
ン
タ
ー

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
し
て
お
く

こ
と
、
基
礎
的
な
力
を
つ
け
て
お
く

こ
と
が
肝
要
で
す
。

夏
の
食
事
に

工
夫
を

暑
さ
で
食
欲
も
お
ち
る
時
師
、
家

庭
の
食
卓
を
受
け
も
つ
お
母
き
ん
の

ち
ょ
」
�
 
V

と
し
た
心
づ
か
い
で
家
族
の

食
欲
不
振
を
ふ
っ
と
ば
し
、
も
り
も

り
食
べ
て
楽
し
い
夏
を
す
ご
し
ま
し

ト
ヰ
で
つ
。
�
 町

政
を
学
習

青
年
会
で
は
、
町
政
を
学
習
す
る

た
め
町
長
、
教
育
長
ほ
か
関
係
課
長

を
招
い
て
事
業
の
説
明
や
意
見
の
交

換
を
行
な
っ
た
。

青
年
会
新
役
員

富Ij壬E会

計
"会

長長

事

務

局

長

刀

次

長

定 小 中東島前中

イ乍山 I頼山 野 山

智博 博芳智

均之文博子夫進

背
年
学
級
長

担

当

委

員

飲
酒
運
転
を
追
放


飲
酒
運
転
の
規
則
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。
規
則
を
よ
く
守
り
運
転
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

付
酒
気
帯
び
運
転

ω酒
気
を
帯
び
て
車
両
等
を
運
転

す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
こ
の
場
合

の
酒
気
を
帯
び
て
い
る
状
態
と
は
、

身
体
に
保
有
す
る
ア
ル
コ

ー
ル

の
量

に
か
か
わ
ら
ず
、
お
よ
そ
社
会
通
念

上
酒
気
を
帯
び
て
い
る
と
い
え
る
状

態
を
い
う
。

∞
酒
酔
い
運
転

山
溺
に
酔
っ
て
車
両
等
を
運
転
し

た
場
合
、

二
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
こ

星
谷
支
部
長

黒

岩

今

山。10月 1 

H
HH

幸

一

克

久
間

総務課

の
場
合
の
酒
に
酔
っ
て
い
る
状
態
と

は
、
身
体
に
保
有
す
る
ア
ル
コ
ー
ル

の
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
コ

ー
ル

の
影
響
に
よ
り
車
両
等
の
正
常
な
運

転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状
態

を
い
う
。

国
酒
類
の
提
供
等

ω酒
気
帯
び
運
転
を
す
る
こ
と
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
、
酒

類
を
提
供
し
、
ま
た
は
飲
酒
を
す
す

め
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。建

設
課
交
通
係

夏
休
み
に
は
い
り
子
供
の
路
上
で

の
遊
び
ゃ
飛
び
出
し
が
多
く
な
る
時

で
す
。
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
今
ま

で
以
上
に
注
意
し
て
運
転
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
又
気
温
が
上
昇

す
る
に
つ
れ
て
、
反
射
神
経
が
に
ぶ

り
が
ち
で
す
。
疲
れ
を
残
さ
ぬ
よ
う

睡
眠
を
多
く
と
り
、
慎
重
に
運
転
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

又
家
庭
の
皆
さ
ん
も
、
子
供
を
路

上
や
危
険
な
場
所
で
遊
ば
き
ぬ
よ
う

注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
推
進
協
議
会

坂
本
支
部
長H川

�
 岡横畠武柳押大二椎仁大鈴尾イ言木大 山 坂河

回尾田回回栗西階平木上木花政原下平日野
主主み よ ま

きねゆ裕義義一加重幸吉志敬

与
川
内

横

瀬
中

山

柵

野
久

国
生

名

中

角
山
西
掛
谷

沼
江
石
原
�
 

ηH H H H H HH
H
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つ つ ら 第 2号 (8) 

近
年
我
が
国
の
経
済
は
著
る
し
い

成
長
発
展
を
続
け
て
唐
り
ま
す
が
、

一
面
に
は
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
、

農
山
漁
村
に
於
け
る
過
疎
、
所
得
格

差
の
増
大
な
ど
産
業
形
態
の
変
ぼ
う

は
械
に
は
げ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

勝
浦
町
の
状
況
を
見
ま
し
て
も
、

み
か
ん
栽
培
を
柱
に
安
定
し
た
発
展

を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
が
、
最
近
に

於
け
る
果
実
価
格
の
先
行
不
安
、
或

は
労
働
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
物
価

の
上
昇
な
ど
、
対
処
す
べ
き
数
多
く

の
問
題
が
起
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
現
況
を
打
開
し
、
町
内
産
業

の
発
展
振
興
を
は
か
る
た
め
に
は
、

時
代
の
変
化
に
適
応
し
た
事
業
の
撰

択
と
振
興
を
す
も
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
存
じ
ま
す
。

か
よ
う
な
趣
旨
か
ら
産
業
振
興
の

一
環
と
し
て
、
町
内
の
観
光
事
業
を

促
進
開
発
い
た
し
ま
す
と
共
に
文
化

の
向
上
の
一
助
と
し
て
も
観
光
事
業

の
推
進
に
当
る
た
め
、
「
勝
浦
町
観

光
協
会
」
が
発
足
致
し
ま
し
た
。

幸
に
し
て
風
光
明
眉
な
自
然
の
景

観
と
、
み
か
ん
、
鮎
な
ど
特
産
品
に

も
恵
ま
れ
た
本
町
は
今
後
の
観
光
開

中国 会長

O O
赤
痢
の
偉
染

患
者
ま
た
は
保
菌
者
の
糞
便
中
に

排
出
さ
れ
た
赤
痢
菌
が
人
聞
の
口
に

入
り
侍
染
し
ま
す
。 

赤
痢
の
予
防

発
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
観
光
事
業
に
直
接
、
間

接
に
関
係
あ
る
方
は
も
と
よ
り
、
将

来
の
観
光
事
業
に
関
心
を
も
た
れ
る

多
数
の
方
々
の
御
賛
同
、
御
加
入
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

感
染
経
路
を
断
ち
切
る
に
は
、
総
合

的
な
対
策
が
必
要
で
、
な
か
な
か
む

つ
か
し
い
問
題
が
あ
り
、
町
民
一
人

一
人
が
理
解
し
、
協
力
し
、
食
品
が

汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
衛
生
的
処
理
と

赤
痢
菌
が
人
の
ロ
に
入
る
前
に
、

環
境
衛
生
の
改
善
が
最
も
大
切
で
す
。

会副会�  
I! 主主

計長長夏の健康 と

衛 生 福岡湯中

井 j交回

笹� 源森

男 傍 八 歳

願 主主

中久滝岡岡佐谷予定青 河原栗坂中近谷山

西 保 ロ 本 藤尻川木野田城井津藤日本

文重良妻敬寿松良春玉昭 嘉 謙茂 圭
金町清掃に集 まった人たち

夫雄一 郎 二 治雄和美樹三 男平雄明潔ー�  

理

事
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問 事

機
会
に
不
潔
な
場
所
に
乳
剤
を
撒
布

し
て
く
だ
さ
い
。

殺
虫
剤
は
、
役
場
で
安
く
あ

っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。

@
夏
の
疲
労
対
策

夏
の
疲
労
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ス

ポ
ー
ツ
の
あ
と
の
疲
労
と
本
質
的
に

ち
が
い
慢
性
疲
労
、
蓄
積
疲
労
と
な

り
、
暑
さ
と
い
う
負
担
が
生
理
的
な

重
荷
と
な

っ
て
身
体
活
動
に
か
か

っ

て
く
る
特
徴
を
も
っ
た
疲
労
と
な
り

ま
す
。

水
、
塩
分
の
補
給

私
た
ち
の
体
は
、
水
温
二
十
八
度

を
こ
え
る
と
安
静
に
し
て
い
て
も

汗
が
で
ま
す
。
そ
れ
で
、
汗
で
失
っ

た
水
や
食
塩
を
補
給
し
な
い
と
体
液

の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
疲
れ
が
ひ

ど
く
な
り
、
病
気
に
な
り
ま
す
。

栄
養
の
補
給

夏
に
な
る
と
食
欲
が
な
く
な
り
、


漬
物
や
お
茶
漬
で
す
ま
し
が
ち
で
す
。


こ
ん
な
習
慣
は
体
力
を
衰
え
き
せ
る


の
で
栄
養
素
の
補
給
に
重
点
を
お
き


歩
酔
?
し
ト
ム
で
つ
。

睡

眠
い
く
ら
栄
養
や
水
分
の
補
給
に
注

意
し
て
も
休
養
を
と
ら
な
い
と
疲
労

は
回
復
し
ま
せ
ん
。

C
安
眠
す
る
法
則

1

規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と

2

竹
ス
ダ
レ
な
ど
を
利
用
し
室
内

的
で
あ
り
、
八
月

一 

目、

三
十

一

日
は
か
全
町
清
掃
目
。
で
す
。
こ
の

O

す
る
衛
生
害
虫
の
撲
滅
が
最
も
効
果

そ
の
た
め
に
便
所
、
ド
ブ
で
発
生

へ
の
暑
い
目
ざ
し
を
さ
え
ぎ
る
。

小 

一
頭
一 

0
0円

厚
生
課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

l l
大 

一
頭
二 

円

O
O

3

夕
方
庭
先
へ
打
ち
水
を
す
る
。

4

工
夫
を
こ
ら
し
眠
り
や
す
い
よ

う
心
が
け
る
。

野
犬
を

追

放

最
近
‘
野
犬
が
繁
殖
し
、
農
産
物

や
鶏
な
ど
に
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
健
所
や
町
厚
生
課
が

野
犬
の
追
放
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
民
の
方
々
の
御
協
力

が
な
い
と
効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
の

で
、
次
の
点
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

1
無
鑑
札
犬
の
居
ど
こ
ろ
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

2

犬
に
よ
る
被
害
の
状
況
、
場
所

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
を
犬
の
危
害
か
ら
守
る
た
め

無
鑑
札
の
犬
は
も
と
よ
り
、
鑑
札
を

受
け
て
い
る
犬
で
も
、
放
し
飼
い
の

犬
は
、
ど
し
ど
し
検
挙 

(引
取
り 
)

し
ま
す
。

野
犬
追
放
に
、
み
な
さ
ん
の
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
不
用
犬
の
買
上
げ
も
行
な

っ

て
い
ま
す
。

ふ
厚生
課

MUS04
テキストボックス
観光協会できる

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




